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第29回通常総会



　第29回通常総会が６月14日、芽室町健康プラザに
おいて、正組合員1,655名中1,331名 ( 本人出席213名、
委任状249名、書面議決869名 ) の出席で開催されま
した。開会にあたり廣江代表理事組合長から、
　「前回開催された令和３年度の第28回通常総会は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面議決
を推奨した開催となりましたが、今回の通常総会は
６年ぶりに制限がない状態で開催することができま
した。
　本日は名誉組合員であられる矢野征男様をはじめ、
手島芽室町長並びに関係機関各位のご臨席を賜り開
催できますことを大変嬉しく思っております。また、
出席いただいた組合員の皆様にも心よりお礼申し上
げます。
　令和５年度は、経験がないほど高温となったなか
で、作物により明暗が分かれる結果となりました。
また、飼料高騰の高止まりや酪農における減産、肉
用・子牛価格の下落等、厳しい生産環境でありまし
たが、農業粗生産額は363億円と過去最高の令和３
年と同額の結果となりましたが、生産資材高もあり、
豊作感の薄い年でした。
　ＪＡめむろでは、ＪＡ運営にあたり女性の意見を
反映することは重要であると捉え、平成28年より女
性総代立候補のお願いや女性農業者との懇談会など
を継続しておこないました。その結果、女性総代の

割合は17％まで増加し、女性役員についても３名の
方を選考していただき、次期役員改選議案として提
出することもできました。女性役員は選出すること
が目的ではなく、女性の目線を農協運営にどう反映
させるかが重要と考えています。ＪＡめむろにとっ
て、女性の経営参画がようやくスタートラインに立
ったと思っております。
　経営環境においては厳しさを増すなかで、過去最
高と同等の事業成果をあげることができたのは、組
合員各位の深いご理解とご協力、また、関係機関の
ご指導・ご支援の賜物であり、深く感謝申し上げま
す」と挨拶されました。
　次に来賓を代表して、芽室町長手島旭氏、北海道
信用農業協同組合連合会帯広支所長堀貴憲氏よりご
祝辞をいただいた後、議長団に山崎隆之氏、小森真
弓氏が選出され議事が進められました。
　最初に令和５年度事業報告、貸借対照表、損益計
算書、注記表および附属明細書が報告され、当期未
処分剰余金632,618,359円の処分案について原案通り
承認されました。
　任期満了に伴う役員の選任では、理事15名、監事
４名の選任について、また、役員に関する審議会委
員の選任、役員推薦会議委員の補欠選任についても
原案通り承認され、総会を終了しました。

議長団に選出された
小森真弓氏（左）と山崎隆之氏（右）

令和５年度農業粗生産額　耕・畜合わせ363億円
剰余金処分案・役員選任など原案どおり決定
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Ｐ２　第29回通常総会
Ｐ３　代表理事組合長に廣江英幸氏 執行体制決まる
　　　お詫びと訂正
Ｐ４　新役員紹介
Ｐ５　就任のあいさつ
Ｐ７　退任のあいさつ
Ｐ９　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎【報徳編】
　　　ＪＡめむろ「フォトコンテスト」開催のお知らせ
Ｐ10　あぐり広場
　　　第44回芽室町農村人スポーツ大会
　　　全町統一農休日

Ｐ11　不要農機具回収のご案内（川西・川北地区）
　　　芽室町新農業経営者育成システム　第29期

生を募集します
　　　投資は慎重に判断してください！
Ｐ12　もうける農業経営の実践（全７回）
Ｐ13　ストップ！農作業事故
Ｐ14　農業者年金　「新規加入者数（39歳以下）部門」

で全国第４位に！！
　　　こんにちは！経済部です
Ｐ16　初級職員　組合員宅研修報告
Ｐ18　日本農業新聞　購読料改定のお知らせ
Ｐ19　芽室町からお知らせ
Ｐ20　ジョイライフアプリのご案内
Ｐ21　芽室町農協史
Ｐ22　燃料自動車課からお知らせ

今月の

　任期満了による役員の改選は、役員推薦会議で推薦された理事１５名、監事４名が総会において選任され、
第３回理事会で組合長理事、専務理事、常務理事、各委員会の委員を選任し、執行体制が次のとおり決ま
りました。

　夢あぐり６月号に掲載いたしました総代選挙の結果につきまして、中伏古地区の畠山 大輔氏の氏名が
重複して掲載されておりましたので、下記の通り訂正しお詫び申し上げます。

誤 畠山 大輔　→　正 宮田 敏行

代表理事組合長に　廣江　英幸 氏　執行体制決まる

【お詫びと訂正】

会長理事　　　　　＝宇野　克彦氏
代表理事組合長　　＝廣江　英幸氏
代表理事専務　　　＝堀井　和宏氏
常務理事　　　　　＝道場　琢也氏
代表監事　　　　　＝大野　泰裕氏
常勤監事（員外）　＝柿川　明則氏

農協内部の委員会委員（◎印：委員長　○印：副委員長）
■総務委員会
　◎山上　克己　　○片岡　義幸　　山口　　誠　　三上　ますみ　　大道　まみ子

■経済委員会
　◎平井　裕文　　○児玉　　渉　　米山　正美　　山川　優紀

■農家経済再建指導対策室
　廣江　英幸　　堀井　和宏　　道場　琢也　　山上　克己　　平井　裕文
　片岡　義幸　　山口　　誠　　三上　ますみ　大道　まみ子
　野澤　亮（信用担当）　　村瀬　雅道（審査担当）
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新役員紹介

理 事【川東地区】
山　上　克　己

（再）

会長理事【川東地区】
宇　野　克　彦

（再）

理 事【川東地区】
大　道　まみ子

（新）

理 事【川北地区】
山　川　優　紀

（新）

理 事【川西地区】
山　口　　　誠

（新）

理 事【川西地区】
三　上　ますみ

（新）

代表理事専務【川西地区】
堀　井　和　宏

（昇）

常　務　理　事　
道　場　琢　也

（再・学経）

理 事【川東地区】
児　玉　　　渉

（再）

理 事【川東地区】
米　山　正　美

（新）

審査部長兼務理事
村　瀬　雅　道

（再・学経）

理 事【川北地区】
片　岡　義　幸

（新）

代表理事組合長【川西地区】
廣　江　英　幸

（再）

理 事【川北地区】
平　井　裕　文

（再）

信用部長兼務理事
野　澤　　亮

（再・学経）
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新役員紹介

代表監事　【川北地区】
大　野　泰　裕

（昇）

監　事　【川東地区】
福　田　裕　幸

（新）

常 勤 監 事　( 員外 )
柿　川　明　則

（新・学経）

監　事　【川西地区】
古　田　　　聡

（再）

　組合員の皆様におかれましては豊穣の秋を願い作
物の管理、また毎日の搾乳作業など忙しい日々をお
過ごしのことと思います。
　６月14日開催の第29回通常総会において、役員の
選任をいただき、その後の理事会で代表理事組合長
として再度選任を受けました。私自身その責任の重
さを感じるとともに、身の引き締まる思いでありま
すが、組合員の負託に応えるべく全力で取り組むと
ともに、芽室農協の発展のために努力していく所存
であります。
　今回の総会では女性役員３名を含めて、理事15名、
監事４名が選任され、新たな役員体制となりました。
女性役員の登用にあたっては、各地区関係者の皆様
にご尽力いただきましたことに、お礼申し上げたい
と思います。女性役員については、誕生させること
がゴールではありません。女性農業者の経営参画へ
の道がようやく開けた、スタートラインに立つこと
が出来たと思っています。長い芽室農協の歴史の中
でも画期的な変革かと思いますが、女性の感性を取
り入れながら、役員、職員が一体となり農協事業を
進めてまいります。

　さて、今年の春耕期は天候にも恵まれ、順調に農
作業も進み、スイートコーンを始め、豆類の発芽も
良く、各作物とも順調な生育をしております。小麦
についても昨年同様、平年より早い開花期を迎え、
出来秋に期待が高まるところであります。コロナ禍
以来の消費の減退は未だ回復しておりませんが、生
乳については増産に向けて舵が切られ、砂糖の在庫
についても減少してきています。肥料、飼料、燃料
など生産資材は高止まりし、依然経営環境は厳しい
状況ですが、このような時こそ協同組合の存在が試
されるときと考えています。これから農業を担う若
者が夢と希望を持てる、どんなときにも農業を誇れ
る、そんな芽室農業を組合員の皆様と共に構築でき
ればと考えています。そのためには組合員と役員、
職員の英知を結集し「協力一致」のスローガンのも
とに心を一つにし、持続可能な生産現場の確立を目
指していきます。
　小麦の刈り取りも早まりそうな予想ですが、農作
業においては事故など十分気を付けることをお願い
するとともに、豊穣の秋を期待しまして就任のあい
さつとさせていただきます。

代表理事組合長　廣　江　英　幸

就任のあいさつ
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　組合員の皆様におかれま
しては、ご健勝にて多忙な
毎日をお過ごしのことと存
じます。

　組合員の皆様には、本格
的な農作業シーズンを迎え、
ご健勝にてご多忙の毎日を
お過ごしと存じます。

ほ場もありましたが、例年より暖かい春耕期を迎え
順調に作業も進みました。その後５月に入り適度な
雨と天候に恵まれ、作況については平年並かやや進
んでいる状況で順調に推移していますが、５月下旬
より低温が続き今後の天候によっては農作物の生育
が心配されるところであります。また、年々増加し
ている農作業事故などにも充分に注意いただき、豊
穣の秋を迎えることを願いたいと思います。
　コロナ禍も終息しつつある昨今ですが農産物、ま
た加工品の販路や戦略は、まだまだ課題があります。
組合員、役員、職員が一丸となって目標に向かい、
組合員個々の経営の安定、職員の個性を活かせる環
境をつくり、持続可能な農協組織を目指して行きた
いと思います。
　これからも引き続き組合員の皆様、各関係機関の
皆様には、ご理解とご協力のほどを重ねてお願い申
し上げ、就任にあたってのごあいさつにかえさせて
いただきます。

売取扱高が過去最高であったことは、幾分安堵する
ところでありました。また、懸案事項であった女性
総代が皆様方の理解を得て17％以上になったこと、
本年度の役員改選において新たに女性理事３名が誕
生したことなど、新たな体制でスタートできること
は、今後のＪＡめむろの進むべき方向の選択肢が広
がったことと捉え、非常に喜ばしく感じているとこ
ろです。
　今後の農業・農村・協同の課題に対しては、ＪＡ
めむろの機能や今後の果たす役割について組合員皆
様の意見を頂戴し、検討しながら取り進めてまいり
ます。そのためには、ＪＡの夏や冬の懇談会は組合
員の意見を聞く場として大事な行事と考えますので、
多くの参加をいただき、論議いただきたいと考えます。
　本年も春先から多少雨不足ながらも好天が続き、
農作物は順調なスタートを切りました。このまま豊
穣の秋を願うところです。組合員皆様方には、農作
業事故などに充分ご注意いただき、猛暑の夏は日中
無理をせず、みんなで喜べる秋を迎えることを期待
して、就任のあいさつとさせていただきます。

代表理事専務　堀　井　和　宏

常務理事　道　場　琢　也

　６月14日開催の第29回通常総会において役員に選
任いただき、その後の理事会において代表理事専務
として選任を受けました。私自身、その責任の重さ
を改めて感じ身の引き締まる思いであります。
　本年より、役員増員ということで女性も参画した
中での新役員体制となりました。今までにない発想
と気づき、新たな挑戦をする年になります。そのた
めには役員、職員が一体となり芽室農協の事業と向
き合い進めていくことが重要です。また、組合員の
皆様の思いに応えられるよう全力で取り組むと共に、
先人達が築いてくれた芽室農業の基盤を守り、更な
る芽室農協の発展のために努力していく所存であり
ます。
　さて、本年も降雪が少なく土壌凍結が心配された

　さて私こと、６月14日に開催されました第29回通
常総会において役員選任を受け、その後の理事会に
おいて再度常務理事を命ぜられました。前任期は期
中で専務理事の任を受け、変則体制でやや１年務め
させていただきましたが、今回、廣江組合長、堀井
専務、道場の常勤体制に戻り、元の席に就くことに
なります。多くの組合員の意見をいただき、組合長、
専務を補佐しすすめていきたいと考えています。微
力ではありますが、組合発展のため尽力いたしたい
と思いますので、よろしくご指導いただきますよう、
お願い申し上げます。
　１期３年間、役員として組合運営に携りましたが、
改めてその責任の重さを感じているところでありま
す。世界情勢や気象変動の影響に振り回され、頭を
悩まされることが多く、もやもや感を感じながらの
３年間でありましたが、昨年度のＪＡの農畜産物販
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　組合員の皆様におかれま
しては、日々営農に多忙な
毎日をお過ごしのことと存
じます。
　６月14日に開催されまし

　私こと、理事として３期
９年の在任中、組合員の皆
様、農協役職員の方々には、

を支え心豊かな安心感を持って経営していけるよう
責任を重く受け止め、微力ではありますが、責務を
精一杯努めさせていただきたい所存でございます。
　ＪＡめむろの監査については、平成31年度より公
認会計士による監査になりました。会計監査人と連
携をとりながら内部監査室、他の３名の監事の皆様
と一緒に、農業・農協組織発展のため、尽力いたし
ます。
　本年の豊穣な秋を迎えることを祈念し就任のあい
さつとさせていただきます。どうぞよろしくお願い
いたします。

は購入・消費者と私たち生産者を繋げていくことも、
今よりももっと重要になってくると思います。農業
に携わるすべての方々が現状に満足せず、更なる高
みと新しい繋がりを構築していただきたいと思いま
す。新体制役員の皆さんには、その先頭に立ってい
ただき、我々組合員と職員を引っ張っていただきた
いと願います。
　結びにＪＡめむろのすべての組合員、役職員の更
なる飛躍とご健勝を祈念致しまして退任のあいさつ
といたします。

代表監事　大　野　泰　裕

前理事　森　浦　英　樹

た、第29回通常総会において監事に選任され、その
後の監事会にて代表監事に選任されました。改めて
その責任の重さを感じているところであります。
　円安・生産資材高騰など経済の潮目が変わり、農
業経営の判断が難しくなったように、農協経営もよ
り高度な経営判断が必要です。十勝芽室町における
農業・農協の役割は大きく、農業・農協が地域社会

多大なるご理解・ご協力をいただきましたことを心
から感謝申し上げます。
　近年、農業・農協を取り巻く環境は諸外国の影響
もあり、以前にも増して厳しい状況が続いています。
私たち農業者は、より安全・安心な農産物を生産す
る責任が大きくなりました。再生産可能な営農を持
続するためには、ただ作って出荷するだけでなく、
市場や販売店・消費者が求める農産物を生産してい
くことも大事なことになっていくと思います。農協

　組合員の皆様におかれま
しては、ご健勝にてご多忙
な毎日をお過ごしのことと
存じます。
　私こと、この度６月14日

基本法が改正されました。
　先人たちの積み上げた歴史を大切にし、これから
の若い人が希望をもって農業を続けていける環境、
ＪＡ組織とは何なのか。先日監事の方から「若い人
に対する人材育成の投資が重要」とのお話がありま
した。次の時代を見据えた考えをお持ちの方がいら
っしゃること、前向きに考えることのできる恵まれ
た環境がここにあるのだと感じたところです。
　様々な考え方を出し合い、異なる意見があっても
よく話し合いができるＪＡ組織となるよう、組合の
健全経営確立のため公正不偏の責任と自覚を持ち、
微力ですが他の３名の監事の皆さんとともに取り組
んで参りますので、組合員、役職員皆様の限りない
ご指導、ご支援を重ねてお願い申し上げ就任のあい
さつとさせていただきます。

常勤監事　柿　川　明　則

の第29回通常総会におきまして、監事４名の中の員
外監事に選任され、同日の監事会において常勤監事
に互選されました。その責任の重大さに身の引き締
まる思いでいっぱいでございます。ＪＡ北海道信連
に37年勤務しましたが、その経験を糧とし監事とし
て取り組んでいく所存であります。
　時代の変化やスピードが大きく早い昨今です。農
業を取り巻く環境では、世界情勢が個々の経営にも
影響を及ぼし、国内では基幹的農業従事者の減少、
政策面では食糧安全保障を念頭に食料・農業・農村

退任のあいさつ
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　組合員の皆様にはご健勝
で忙しい日々をお過ごしの
ことと思います。
　私事ですが、この度の通
常総会をもちまして、理事
を退任いたしました。在任
中は組合員の皆様はもとよ

　平成27年より監事として、
令和３年より代表監事とし
て計９年間お世話になりま
した。その間、役職員の皆
様はもちろん地域、組合員
の皆様方にはご指導や励ま
しをいただきながら、重責

　この度４期12年、理事と
して組合員の皆様方のご理
解、ご協力、ご指導をいた
だいたことに心より感謝申
し上げます。
　農業・農協を取り巻く環
境は厳しく、円安やウクラ

　組合員の皆様におかれま
しては、豊穣の秋を願いな
がらご多忙な毎日をお過ご
しのことと存じます。
　さて、私こと去る６月14
日開催の通常総会をもって
常勤監事を退任いたしまし

あり課題も多くありましたが、その都度役職員が一
体となって芽室農業の発展のために努力し、課題に
取り組んできました。私もその一員として多くの貴
重な経験もさせていただきました。これからも、組
合員と強い結びつきの中で健全な農協経営をはかっ
てもらえればと思います。
　結びに、農業を取り巻く環境は厳しいものがあり
ますが、芽室町農業と農協の益々の発展そして、組
合員の皆さんのご健勝を祈念申し上げ、退任のあい
さつとさせていただきます。

費の冷え込みなど厳しい環境のなか新農業基本法が
制定され、農業を取り巻く情勢が変わろうとしてい
ます。近年は、農家戸数も緩やかに減少し、組合員
も世代交代が進み農協事業も柔軟な発想を求められ、
農協の意味、役割をもう一度見つめ直す事が必要だ
と思われます。女性理事を含めた新体制が、組合員
から求められ、組合員と一丸となって難局を乗り越
えられる体制となっていただきたいと思います。
　結びに、組合員、役職員皆様のご健勝とＪＡめむ
ろの限りない発展をご祈念致しまして退任のあいさ
つといたします。

する年も含めて推移してきたこと、本当に嬉しく思
っております。
　さて、監査は指摘など、少しネガティブなイメー
ジがありますが、あくまでも目的は「業務改善＝Ｊ
Ａが良くなる事！」。ＪＡの健全経営確立のため「良
いものは良い」と評価しました。「悪いものは悪い」
と明確な根拠を示しながら、業務改善の成果を求め、
業務基盤の強化に努めてまいりました。
　また、事務処理の牽制強化、管理者の的確なチェ
ックの励行による「不正がおこなえない環境作り」
を提唱し、コンプライアンス意識の醸成・向上など、
必要な取組みを監事会の皆様と進めさせていただき
ました。
　結びに、ひとかたならぬご厚情を賜りました組合
員の皆様、役職員の皆様のご健勝と道内トップクラ
スにある芽室農業のますますのご繁栄をご祈念申し
上げまして、退任のあいさつとさせていただきます。

値上げとなり、特に酪農畜産には厳しい３年間でし
た。コロナ禍を抜け成長が見え始め今後の芽室農業
にも明るい状況となり、新体制組織が一体となって
組合員各位の負託に応え、女性活躍元年として前進
していただきたいと願うばかりです。
　結びに組合員と役職員皆様のご健勝と限りないＪ
Ａめむろのご発展をご祈念申し上げ退任のあいさつ
といたします。ありがとうございました。

前代表監事　谷　口　恵　一

を務め終えることができましたことに対し、改めて
深謝申し上げます。
　この９年間は、変化の多い農業情勢や気候変動が

前理事　舟　渡　秀　博

前常勤監事　島　垣　正　興

り、役職員の方々には大変お世話になりました、心
より感謝申し上げます。
　在任中は、新型コロナウイルスの感染拡大が生活
にも影響を与え、ウクライナへの侵攻、急激に進む
円高、肥料・飼料を始めとする生産資材の高騰、消

た。平成30年より６年間、常勤監事（員外）として
重責を担うこととなりましたが、組合員の皆様、監
事会、役職員の皆様の心温まるご支援とご理解を賜
り、大過なく職責を全うすることができました。感
謝の気持ちでいっぱいでございます。就任年のブラ
ックアウト、新型コロナウイルス、近年の猛暑によ
る気候変動、生乳生産抑制、諸資材や原油価格の高
騰など様々なことが思い起こされます。
　しかし、この６年間は組合員の皆様方のたゆまぬ
日々の努力が実り、史上最高の農業粗生産額を更新

前理事　鈴　木　　　進

イナ問題等の世界状況はこの芽室農業にも大きな影
響を与えました。肥料・農薬・燃料・飼料の大幅な
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理 事 会 だ よ り
第２回（５月24日開催）

・議案第１号　第29回通常総会の開催について
・議案第２号　第29回通常総会提出議案について
・議案第３号　規程の一部改正について
・議案第４号　出資金の譲渡承認について
・議案第５号　�令和７年産小麦の出荷契約につい

て
・議案第６号　�令和６年産大豆の出荷契約につい

て
・議案第７号　�令和６年産カルビーポテト（株）

向け加工馬鈴しょ取扱要領の変更
について

・協議案１　　�令和６年度各種懇談会の開催につ
いて

報告事項
１　主要なる内部及び外部会議の概要について
２　令和５年度決算書に関する監査結果について

３　みのり監査法人の期末Ⅱ監査結果について
４　総代選挙の結果について
５　組合員の加入・脱退状況について
６　総体的なリスク量管理表について
７　マネロン等の防止にかかる対応状況について
８　�マネー・ロンダリング及びテロ資金供与対策

の実施結果について
９　令和６年度再建対策組合員について
10　令和６年度組合員の階層区分について
11　令和５年度自己査定の結果について
12　�令和６年度地域住民向け広報誌の発行計画に

ついて
13　�令和５年産春掘長いも概算金の支払いについ

て
14　�令和６年度良質乳特別生産対策事業の実施に

ついて
15　乳牛導入奨励対策の実施結果について

第20回　協同組合と報徳Ⅴ
◆二宮尊徳が説く推譲とは◆
　推譲（すいじょう）とは、読んで字の通り「推し譲
ること」です。今日の文化生活は、人類の勤労の積み
重ねであり、先人の苦心の結晶である譲道の賜です。
　報徳の譲りは、単に自らに譲るばかりでなく、他（社
会）にも譲って、内と外から生活経営の安定と将来の
発展を確保することにあるのです。
　尊徳は『譲りということは人道であって、今日のも
のを明日に譲り、今年のものを来年に譲るということ
を勤めない者は人であって人でないのだ。二十銭とっ
て二十銭つかい宵越しの銭を持たぬなどというのは、
鳥獣の道であって人道ではない…人は鳥獣とちがって、今年のものを来年に譲り、そのうえ子孫に譲り、
社会に譲る道がある。自分や子孫に譲るのは、わがための譲りだから教えがなくてもできやすいものであ
る。』といっています。

ＪＡめむろ「フォトコンテスト」開催のお知らせ
　2025年（令和7年）版ＪＡめむろオリジナルカレンダーの掲載写真を募集しています。
「 芽室町の四季を感じる風景、食や農に関する行事、祭事風景 」をテーマに、多くのご応募をお待ちし
ております。
応募締切：８月30日（金）まで
応募要領は７月全戸発送に同封しております。
ご不明な点がありましたら管理部管理経理課（６２－２３１１）へご連絡ください。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

（H22.10.15発行　北海道報徳情報別冊31号より一部抜粋）

　万国どこでも、開びゃく（天地のはじまり）の初め
から人類があったのではない。幾千万年ののち、はじ
めて人類が生じ、そして人道が立ったのだ。
　鳥獣は、ほしいものを見ればすぐさま取って食うし、
取れるだけのものをはばかりなく取って、譲るという
ことを知らない。草木もそのとおりで、根の張れるだ
けの土地はどこまでも根を張って、遠慮会釈もない。
これが、彼らの道とするところなのだ。（中略）
　人道は人の便宜をはかってたてたものだから、やや
もすれば奪の心を生ずる。鳥獣には間違っても譲の心
が生ずることはない。これが人類と畜類の区別なのだ。
� （夜話一五〇）

人道の根本は譲道

9



あぐり広場
◆出身地と前職
帯広市　動物看護師

◆ご自身の性格
好奇心旺盛

◆趣味
映画・アニメ・漫画を見たり集めること、身体を動かすこと

◆好きなもの
十勝の小豆でできたあんこが大好きです！

◆好きな農作業や苦手な農作業はありますか？
草刈りが好きで、土手が綺麗になるととても
気持ちが良いです。

◆今後の目標や挑戦してみたいことは
何ですか？
健康維持と体力作りに励んで、
仕事もプライベートも楽しんで
いきます！

美生西農事組合

▲

坂下ちなつさん
（32歳）

氏名（年齢）

▲

坂下義晴さん経 営 主

▲

坂下　涼さんご 主 人

▲

『農作業事故は他人事』 ではありません!!
慣れた農作業も「あせらず、急がず、慎重に!」

全町統一農休日は、繁忙期の過重労働や農作業事故防止を目的に設定しています。

全町統一農休日 ７月14日（日）

第44回芽室町農村人スポーツ大会
　６月７日、第44回芽室町農村人スポーツ大会を芽室公園運動広場で開催しました。今年度はキックベー
スをおこない、農協職員を含めた72名が参加し、６チームに分かれて試合をおこないました。晴天のもと、
大いに盛り上がり大会は終了しました。
　スポーツ大会終了後は懇親会をおこない、互いのプレーをねぎらいながら親睦を深めました。
　なお、成績・個人賞の結果は以下のとおりです。

優　勝：Bチーム
準優勝：Eチーム
最優秀選手賞：小井戸大地
優秀選手賞：武藤駿輔
ベストプレーヤー賞：瀬口拓未

優勝 Bチーム 準優勝 Eチーム
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不要農機具など回収のご案内 ～快適な農村環境を目指し不要農機具回収～

川西・川北地区

　「芽室町新農業経営者育成システム」は、町を始め関係機関の協力を得て、今まで多くの修了生を輩出
してきました。ＪＡ事業や農業経営に必要な知識や技術の習得に向けて研修をおこない、また、関係機関
だけでなく地域の人との繋がりができ人生においても素晴らしい１年になります。応募年齢は概ね30歳まで
とし、近年増加しているＵターン就農者にも応募しやすく、この研修制度で農業基礎を学ぶこともできます。
　つきましては、下記により令和７年４月採用の第29期生を募集いたしますので、希望される方は９月30日
（月）までにお申し込みください。なお、募集案内や申し込み書は６月５日付け全戸ＦＡＸで送信してい
ます。
　　【 応 募 資 格 】　ＪＡめむろの正組合員で後継予定者
　　　　　　　　　　 　18歳～概ね30歳まで　　　１年間の研修修了後、５年以内に就農すること
　　【 採 用 日 程 】　９月30日（月）応募締め切り
　　　　　　　　　　 　10月上旬　　　応募者説明会（応募者に別途連絡）
　　　　　　　　　　 　10月下旬　　　筆記試験・面接試験（選考日は別途連絡）
　　　　　　　　　　 　11月中旬　　　合否発表
　　【 採 用 人 数 】　５名
　　【お問い合わせ先】　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３

芽室町新農業経営者育成システム　第29期生を募集します

後継者の学卒後就農やＵターン就農をお考えの方
就農前に１年間就労しながら農業やＪＡのことを学びませんか

　近年は、肥料・飼料などの生産資材高騰の影響により厳しい農
業情勢となっており、未だ先行き不透明な状況が続いております。
５月末時点の組勘実績につきましては、過年産農産物代・交付金
の収入減と肥料費・農薬費の高騰による影響で支出が増え、収入
と支出の差が昨年同様となっております（図１）。
　本年も、年末の資金繰りが厳しいことが想定されますので、毎
月送付される組勘報告書の進捗率を確認し、今一度経費節減につ
とめてください。また、資産取得（補助事業申請を含む）は、必
要最低限に留め、これまで以上に慎重に、ご自身の経営状況に見
合った計画的な投資をご検討ください。

　営農計画の見直しは、組合員相談課で随時受付しておりますので、資産取得に限らず、
修理代などの計画外支出がある場合は、計画見直しをおこなってください。
　○信用部組合員相談課：TEL 62－2314

投資は慎重に判断してください！

図１：１～５月の組勘収支状況
　　　（コロナ関連補助金含む）

　９月上旬、川西・川北地区を対象に不要農機具など
の回収をおこないます。農機具や鉄くずなどにつきま
しては買い取りで回収するほか、水タンクやスレッシ
ャー、FRP・ゴム・プラスチック製品、木製品も処理
費用はかかりますが回収いたします。詳しい内容につ
きましては、同封の取りまとめ用紙をご確認ください。
　８月５日（月）まで取りまとめをおこないますので、
川西・川北地区の方はぜひこの機会にご利用ください。
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第 ２ 回 収入の話

もうける農業経営の実践　（全７回）

収入の“中身”
　農業経営における収入は、農産物を販売して得られる販売収入のほか、
国からの交付金や助成金、各種奨励金、作業を請け負った場合の受託料、
機械を貸し出した場合の賃借料など多岐に渡ります。
　経営分析結果をみると、収入のおよそ８割～９割が販売収入でした。
経営における畑作物のウエイトが大きいと、国からの交付金などの割合
が大きくなるため雑収益の割合が増え、逆に野菜のウエイトが増えると
雑収益の割合が少なくなる傾向にあります。

ひと目でわかりづらい収入
その①　畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）
　直接支払交付金には、作付面積に応じて先払いされる「面積払」と、
生産量や品質に応じて計算される「数量払」があります。
　交付金は２回に分けて支払われ、「面積払」で先払いされた金額は「数
量払」から控除されます。また、作物によって「数量払」は翌年に支払われます。さらに、複数の作物分
の金額がまとめて入金されますので、明細を確認しなければなりません。
その②　過年度産収入、概算払い、本精算
　過年度産収入とは、過去年度に生産された農産物を、翌年度以降に販売した際の収入を指します。農産
物によっては、その代金は出荷時に販売見込額に応じて概算払いを受け、販売の終了後に本精算となりま
すが、これが年をまたぐと過年度産収入として計上されます。この場合、生産年と収入を得る年が違うた
め、作物ごとの所得の評価は簡単にはできません。
　収入には、販売収入のようにどの作物、品種のものか比較的判断しやすいものがある一方で、このよう
に交付金や過年度産収入など、ひと目でわかりづらいものもあるため、経営分析の際には、これらをすべ
て作物ごとに振り分ける作業をおこないます。

収入と農業所得の関係性

＜　秋まき小麦　＞ ＜　大　豆　＞ ＜　てんさい　＞
図２　10ａ当たり収入と農業所得（令和５年度）

図１　収入の構成割合
注）�農業雑収益は、交付金、奨励金、

助成金、受託料金、賃借料、受
取共済金。

　　�その他は、副産物収入、貯金利
息など。

　さて、最後に収入と農業所得の関係性を見てみましょう。
　所得は、「収入」から「費用」を差し引いた金額ですから、収入が増加すれば所得は増加するはずです。
　図２は、経営分析結果より、主な交付金対象作物の収入と所得の実態をみたものです。全体の傾向とし
て収入と所得には正の相関がありますが、かなりバラつきもみられています。特に、上下のバラつきは所
得の多少を示しており、「同じ収入なのに所得が少ない」場合は、「費用が多い」ことを意味しますので、
所得増には費用の見直しが必要かもしれません。
　このように作物ごとに整理、比較することで自分の立ち位置の把握ができるようになります。
　次回は、その「費用」について紹介します。
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ストップ！ 農作業事故

農作業中に怪我をしてしまったら．．．農作業中に怪我をしてしまったら．．．
農作業中の事故の場合は、労災に該当する可能性があります。

怪我をされた場合は、医療機関受診前に医療機関受診前に速やかに営農情報課へご連絡ください！！

【７月の作業ではこのような怪我が報告されています】

◇労災に関するお問い合わせ先◇　　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３

これから本格的な夏に入ります。
ケガや熱中症など一人ひとりが十分注意し、安全な農作業につとめましょう！

機械作業では
�リフトから降りる際に足を踏み外し、左手首をぶつけて打撲した。
�チェーンソーで防風林の伐採中、誤って左足の土踏まずを切った。
�モアコンで牧草収穫中、左腕をハチに刺された。
�にんにくの収穫のため収穫機の後ろで作業をしていた際、足を滑らせ機械に腰をぶつけ骨折
した。
�小豆畑の防除作業中、スプレヤーから降りる際に足を踏み外して落下し、踏み台に右手首を
ぶつけ挫創し縫合した。

�搾乳中に牛と牛の間に入ってしまった別の牛を出そうとした際、足が滑り転倒し起き上がれ
なくなってしまった所、右二の腕と首を蹴られ、頸椎捻挫・二の腕に打撲を負った。
�豚の出荷のため豚舎のマス内に入り豚を移動させていたところ、左足を踏まれて甲に打撲を
負った。
�たい肥舎にて牛の寝藁を切る作業中、機械に詰まった寝藁を取り除こうとした際、刃が当た
り右手中指を切った。
�牛の出荷のため牛を追っていた際、牛に突進され牛と壁の間に挟まれ、肝臓の内出血及び肋
骨骨折のため入院となった。

家畜の管理作業では

�小豆畑の草取りで抜き取った雑草の根を切り落とす際、誤って左手人差し指を切った。
�ショベルに肥料パックを吊ろうとした際、左手人差指を挟み切断となった。
�畑にてブロッコリーの収穫作業中、誤って包丁で左手親指を切った。
�包丁でレタスの収穫中、誤って左手親指を切った。

その他の作業では
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肥料価格の情勢
　肥料原料の国際市況は、令和４肥の大幅な価格高
騰により世界的に需要が減少したことで値下げ基調
にありましたが、主要需要国の荷動き回復で下げ止
まりつつあります。
　また、令和５肥年度開始以降の為替相場が円安で
推移しており、その影響は大きく尿素・燐安は値上
げとなりました。
　製造諸経費は、物流費の大幅上昇と人材確保にか
かわる労務費などの上昇を背景に強い値上げ要求が
あり、肥料の安定供給と輸送体制の維持のため一部
要求を認めざるを得ず、極力値上げ幅を抑制するこ
とを求め妥結しました。
　このことから今肥料年度は値上げとなり、この結
果を踏まえ、ホクレンは３億円の「肥料価格対策（価
格織込）」を引き続き実施し、取扱化学肥料主要11
品目加重平均で前年対比4.7％の値上げで決定に至
りました。
　肥料価格の高止まりからコストの低減に向け、予
約の結集による安価、安定供給と、低コスト、省力
化に対応した商品の推進に引き続き取り組みます。

主要品目対比表

分 　 　 類 品　　　　　目 前年対比
価格変動率％

窒 素 質
硫安 +1.5

尿素 　+5.0

燐 酸 質

過石 +5.5

高度燐特号 +6.7

苦土重焼燐特号 +4.3

加 里 質

塩化加里 ▲8.9

硫酸加里 ▲5.9

サルポマグ ▲1.6

複 合 肥 料

普通化成 +3.8

高度化成 +4.0

ＢＢ肥料 +5.7

� 化学肥料主要11品目加重平均　前年対比　＋4.7%

農業者年金
「新規加入者数（39歳以下）部門」で全国第４位に！！

　令和５年度農業者年金新規加入者数にお
いて、当ＪＡが「新規加入者数（39歳以下）
部門」で全国のＪＡの中で第４位となり、
独立行政法人農業者年金基金より表彰を受
けました。
　これも農業委員会の皆様、農業者年金制
度にご理解をいただいている組合員の皆様
のお陰であり、厚く御礼申し上げます。
　引き続き、農業者年金の加入推進に向け
取り組んでまいります。

経済
部で
す
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経済部
です

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

７月４日 木

７月５日 金

７月６日 土  閉所 （農薬引渡し８：40～12：00）

７月７日 日  閉所

７月８日 月

７月９日 火

７月10日 水

７月11日 木

７月12日 金

７月13日 土  閉所 （農薬引渡し８：40～12：00）

７月14日 日  閉所

７月15日 月  閉所 （農薬引渡し８：40～12：00）

７月16日 火

７月17日 水

７月18日 木

７月19日 金

７月20日 土  閉所 （農薬引渡し８：40～12：00）

７月21日 日  閉所

７月22日 月

７月23日 火

７月24日 水

７月25日 木

７月26日 金

７月27日 土  閉所 （農薬引渡し８：40～12：00）

７月28日 日  閉所

７月29日 月

７月30日 火

７月31日 水

８月１日 木

８月２日 金

８月３日 土  閉所 （農薬引渡し８：40～12：00）

８月４日 日  閉所

８月５日 月

８月６日 火

飼 料 価 格 情 勢 ７・８月 購買事業カレンダー

①飼料価格改定について
　  令和６年７～９月期の配合飼料価格は、令
和６年４～６月期価格に対し全畜種平均約
2,250円／ｔ値上げで決定いたしました。
　前期に比べ、とうもろこしや大豆粕などの飼
料原料価格が値上がりしていることと、外国為
替の円安から値上げ改定となりました。

②畜種別改定額（t 当たり平均）
種　　　別 改　定　幅

乳 牛 用 2,350円 値上げ

乳 牛 育 成 用 2,000円 〃

牛 人 工 乳 3,600円 〃

肉牛用（ホル肉牛育成用） 2,050円 〃

肉牛用（ホル肉牛肥育用） 2,250円 〃

肉牛用（和牛・Ｆ１育成用） 2,400円 〃

肉牛用（和牛・Ｆ１肥育用） 1,950円 〃

肉牛用（和牛繁殖用） 1,650円 〃

牛 代 用 乳 １ 袋（20kg） 約640円 〃
※�価格改定額については、くみあい配合飼料の価格改定額

とします。

③安定基金の補てんについて
　令和６年７～９月期の補てん単価は令和６年
１０月末の安定基金理事会で決定されます。

④飼料価格変動額について� （円／t）

期　　　　 間 価格改定額 基金補てん額 備考

令和５年
７月～９月期 ▲ 2,000 5,250

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和５年
10月～12月期 ▲ 2,200 1,050

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和６年
１月～３月期 2,950 発動なし

令和６年
４月～６月期 ▲ 4,600 未定

補てん金単価
決定令和６年
７月末予定

令和６年
７月～９月期 2,250 未定

補てん金単価
決定令和６年
10月末予定

※価格改定額は全畜種全道平均額
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①　大和　　長瀬　和彦　様　宅
②　ビートの捕植、電気柵張り
③　近しい関係の中で農業に携わっている方がおら

ず、農業に携わる機会がほとんどなかったため、
組合員宅研修を通じて農家組合員の皆さまが日
頃どれほど大変な仕事をしているのかを少しで
も学ぶことのできる機会となりました。今後も
農業について積極的に学びを深め、組合員を支
えられる職員になりたいです。

④　このたびは大変お世話になりました。至らぬ点
もあり、ご迷惑をお掛けすることもありました
が、分からないところを丁寧に教えてくださっ
たことや農業に関してほとんど知識がない私に
多くの貴重な経験をお聞かせいただき、誠にあ
りがとうございました。今後も職員として尽力
いたしますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

①　西士狩東　　棚田　英和　様　宅
②　玉ねぎの補植作業、スイートコーンのは種作業
③　今回の研修を通じて、農作物一つ一つを作るこ

との大変さを学び、非常に良い経験をすること
ができました。今後は、農家組合員の方々への
感謝の気持ちを忘れずに、担当業務の仕事を通
じて、組合員の方々を支えられるよう丁寧な接
客・対応を心がけてまいります。

④　お忙しい中受け入れをしていただき、ありがと
うございました。初めて農作業を経験するとい
うこともあり、不安もありましたが、棚田様ご
家族の皆様が優しく教えていただき、農業につ
いて多くのことを学ぶことができました。秋の
研修では、より成長した姿をお見せできるよう
業務につとめてまいります。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

所属部署：管理部　共済課　　氏名：田守　光瑠

所属部署：信用部　貯金課　　氏名：木下　剛志

①研修先　②主な研修内容　③研修を終了して今後の抱負　④お世話になった研修先に一言

今月号より、初級職員の組合員宅研修の様子を掲載いたします。
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二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は８月号に掲載いたします。

６月号の
解　　答

ＡＢＣＤ
ナガグツ

１	 七夕の短冊を付ける植物
２	 鳥が羽ばたかせるもの
３	 東北地方で牛のこと
４	 だしじゃことも呼ばれます
５	 ひ孫の子どもです
７	 ロンドンの――空港は英国最大の

国際空港です
９	 ポンポンと地面で突いて遊びます
11	 高校球児が試合をするときに履きます
13	 ピサにあるものは傾いていること

で有名です
15	 シャンプーの後で使う人もいます
17	 侍が腰に差していたもの
19	 ――ふり構わずがむしゃらに取り

組んだ
21	 漢字などに付ける小さな文字

ヨコのカギ

１	 小説を書く人をこう呼ぶことも
３	 貼り合わせて合板を作ります
６	 アジやイワシと並んでよく食べら

れる青魚
７	 天の川を渡って織り姫に会いに行

きます
８	 春がスプリングなら夏は
10	 目で見える範囲のこと
12	 手首のこと。――バンド
14	 2024年の夏季五輪がおこなわれる

都市
16	 渡り――を通って隣の校舎へ行った
18	 アウターの反対語
20	 ウイスキーはこの中で熟成します
22	 病気の治療や予防に使われます
23	 打ち上げ――、線香――

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

①　北高岩　　土屋　太志　様　宅
②　馬鈴しょのは種作業
③　今まで農作業をしたことがなく、研修で初めて

農作業を体験しましたが、仕事をおこなう上で
の苦労ややりがいなど、実際に体験してみない
とわからないことが多々ありました。農作業で
は、不測の事態が起こることも考えられるため、
今回の研修を活かして農業について更に学び、
配属となった共済課の窓口業務で最適な保障内
容を勧めるなど、少しでも組合員の力になれる
よう行動していきたいです。

④　初めての農作業で何をすれば良いかわからなか
った時に、丁寧にわかりやすく教えていただい
たおかげで、やりがいのある楽しい研修になり
ました。農業への学びを深め、一つ一つの作業
の大切さを理解して丁寧に作業をこなし、秋の
組合員宅研修でも学んだことを意識しながら、
精一杯頑張りたいと思います。

所属部署：管理部　共済課　　氏名：石井　美有
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組合員読者の皆さまへ

日本農業新聞　購読料改定のお知らせ

0120-571-581
平日９：30～17：00

お問合せ先

　いつも日本農業新聞をご愛読いただき、誠にありがとうございます。
　さて、令和６年８月１日から下記のとおり、日本農業新聞の購読料を改定させてい
ただくことになりました。農業を取り巻く情勢が厳しい中、誠に心苦しいばかりですが、
組合員読者の皆さまと情報共有運動を進める上でも、引き続きご購読いただきますよ
うお願い申し上げます。

月額購読料　2,980円（消費税込み）　現行比＋460円

　日本農業新聞は長らく全国日刊紙として安定した新聞発行につとめてきましたが、
昨今の用紙費や印刷・輸送に係る価格高騰の影響を大きく受けています。新聞各社が
購読料を値上げする中、経費の削減につとめ、過去30年間にわたり本体価格を据え置
いてきましたが、自助努力だけで対応するには限界が来ています。

　購読者の皆さまにご負担をお願いすることは、誠に心苦しいばかりですが、将来に
わたり安定した新聞発行と戸別配達網を維持するため、紙版の購読料を上記のとおり
改定させていただきます。あらかじめご了承いただきますようお願い申し上げます。

　日本農業新聞は農業者のためのメディアとして、引き続き経営に役立つ紙面作りに
つとめてまいります。８月からは外出先でもスマートフォンで見られる「紙面閲覧サ
ービス（購読者は無料）」の提供を始めます。紙面内容をさらに充実させ、購読者の皆
さまに喜ばれる紙面をお届けします。

　なお、電子版につきましては、購読料を従来どおり据え置きますので、切り替えを
ご検討の方は下記のＷＥＢページをご覧くださいますようお願い申し上げます。

　電子版　　月額購読料　2,403円（消費税込み）　据え置き

日本農業新聞　電子版

電子版の詳細は
こちらから↓
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芽室町からお知らせ
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令和6年7月1回目受注開始日から
令和6年8月2回目受注締切日まで

アプリリリースを記念して、
ダウンロードいただいた方限定で

オススメ４０品２０％OFF
キャンペーンをご利用いただけます！

ジョイライフは
令和6年で

※ネット版限定のキャンペーンです。

冷凍直送便小物直送便

アプリ上で配布される
クーポンの「詳細」に
専用サイトのURLが
掲載されております。

新規ネット版会員様向けキャンペーンも同時開催！

期間中、ジョイライフネット版新規会員登録い
ただき、税込￥3,000円以上ご購入の方の中か
ら抽選で景品をプレゼント！

ホクレン
北海道こめ油
600ｇ×２本

カタログギフト
ホクレンセレクト
ラベンダーコース

（令和6年6月10日～令和6年8月7日）

※本キャンペーンに応募は不要です。
※当選者の方にはお届け先のご住所へ
景品を郵送させていただきます。

※当選者の発表は景品の発送をもって
かえさせていただきます。に

に

※ このアイコンが目印です。
※

アプリは、ページ右上の２次元コードからご登録することができます。
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△
解
放
実
績
　
農
地
改
革
の
中
心
を
な
す
農
地
の
解
放
実
績
は
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
買

収
を
第
一
回
と
し
て
現
在
ま
で
に
農
地
七
千
二
百
七
十
八
町
歩
採
草
放
牧
地
七
百
二
町
歩
で
解
放

面
積
は
七
千
九
百
八
十
町
歩
と
な
り
、
こ
の
う
ち
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
七
千
九
百
七
三
町
歩
が
す
で

に
耕
作
者
に
売
り
渡
さ
れ
て
い
る
こ
の
ほ
か
農
地
法
（
二
十
七
年
制
定
）
に
な
つ
て
か
ら
も
引
続

き
買
収
売
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

△
農
地
改
革
の
結
果
　
イ
　
不
在
地
主
の
所
有
す
る
小
作
地
は
完
全
に
消
滅
し
農
地
改
革
前
の
小

作
地
面
積
は
全
耕
地
面
積
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
が
現
在
で
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
激
減

し
た
。

ロ
　
こ
れ
に
応
じ
て
小
作
関
係
農
家
数
は
八
一
戸
で
減
少
し
て
き
た
。

ハ
　
残
存
小
作
地
の
小
作
料
は
定
額
金
納
制
に
よ
り
従
来
に
な
い
低
い
割
合
を
示
す
に
至
り
、
ま

た
小
作
地
の
農
民
の
耕
作
権
が
十
分
保
護
さ
れ
て
い
る
。な
お
本
年
中
に
小
作
料
が
改
正
さ
れ
る
。

△
農
地
の
移
動
　
イ
　
所
有
権
の
移
転
＝
自
作
地
の
所
有
権
移
転
は
昭
和
二
十
六
年
を
境
い
と
し

て
急
激
に
増
加
、
二
十
八
年
度
に
は
九
十
七
件
二
百
八
町
歩
を
示
し
二
十
九
年
度
は
百
五
十
一
件

で
五
百
四
十
町
歩
と
戦
後
最
高
の
移
動
率
を
示
し
今
後
更
に
増
加
す
る
も
の
と
見
て
い
る
が
売
却

の
理
由
の
五
割
は
金
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
せ
つ
か
く
自
作
農
に
な
つ
た
も
の
が
転

落
を
示
し
て
い
る
。

ロ
　
賃
貸
借
の
解
除
、
解
約
、
更
新
、
拒
否
（
土
地
取
上
げ
）
は
農
地
改
革
前
後
は
激
増
、
そ
の

後
次
第
に
減
少
し
た
が
二
十
七
年
以
来
、
再
び
増
加
の
傾
向
に
転
じ
二
十
九
年
は
自
作
地
の
移
動

と
共
に
増
加
率
最
高
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
土
地
取
上
げ
つ
ま
り
小
作
地
の
返
還
の
大
部
分
は
地

主
と
小
作
人
が
合
意
の
う
え
申
請
し
た
形
だ
が
、
こ
の
裏
に
は
地
主
側
の
一
方
的
圧
力
に
よ
り
小

作
側
の
泣
き
寝
入
り
が
多
く
、
こ
う
し
た
面
か
ら
農
地
改
革
の
成
果
が
く
ず
れ
る
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

△
今
後
の
問
題
点
　
農
地
改
革
に
よ
り
寄
生
的
土
地
所
有
制
度
は
く
ず
れ
大
部
分
の
農
家
は
自
作

農
と
な
り
農
村
の
民
主
化
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

「
し
か
し
自
作
農
農
家
の
経
営
自
体
は
い
ぜ
ん
貧
弱
で
あ
り
貧
困
の
た
め
農
地
を
手
放
す
農
家
が

多
く
ま
た
過
剰
人
口
の
圧
力
か
ら
古
い
土
地
制
度
復
活
の
地
盤
は
消
え
て
い
な
い
」
ま
た
日
本
農

業
の
宿
命
で
あ
る
極
端
な
零
細
農
形
態
は
農
地
改
革
に
よ
つ
て
も
解
決
さ
れ
ず
、
山
林
開
放
も
残

さ
れ
て
い
る
。

　
農
地
改
革
か
ら
農
業
改
革
と
山
林
開
放
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
小
作
地
を
残
す
こ
と

は
農
地
改
革
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し
て
小
作
地
の
自
作
地
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
作
農

主
義
を
徹
底
す
る
必
要
も
要
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
農
林
省
で
も
自
作
農
維
持
資
金
を
今
年

度
か
ら
実
施
し
さ
ら
に
小
作
化
禁
止
措
置
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
当
時
、
泥
棒
よ
ば
わ
り
や
泣
き
お
と
し
の
渦
の
中
で
、
よ
く
こ
の
困
難
な
仕
事
に
タ
ツ
チ

し
た
古
田
農
委
書
記
長
の
思
い
出
話
を
「
農
委
便
り
」
か
ら
再
録
し
て
み
る
。

�

（
八
月
号
に
つ
づ
く
）

知
事
表
彰
に
輝
く
農
地
解
放

　
ま
た
忘
ら
れ
ぬ
こ
と
は
農
協
設
立
と
と
も
に
戦
後
農
村
の
二
大
改
革
の
一
つ

で
あ
る
農
地
改
革
で
、
こ
れ
は
農
協
発
足
と
表
裏
一
体
、
し
か
も
後
世
に
輝
く

大
事
業
で
あ
つ
た
。
町
農
業
委
員
会
で
は
農
協
お
よ
び
町
そ
の
他
関
係
団
体
の

後
援
を
得
て
、
去
る
三
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
に
盛
大
な
農
地
改
革
十
周
年

記
念
式
を
挙
行
、
改
革
に
功
績
あ
つ
た
元
農
地
委
員
、
現
農
業
委
員
、
解
放
地

主
あ
る
い
は
農
委
職
員
等
を
表
彰
、一
方
十
周
年
記
念
十
勝
大
会（
十
月
八
日
）

で
は
元
農
委
谷
口
権
太
郎
、
事
務
局
書
記
長
古
田
梅
夫
両
氏
が
十
勝
支
庁
長
か

ら
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
に
は
同
町
農
委
が
七
千
二
百
町
歩
の
小
作
地
が
自

作
地
に
な
り
、
九
百
七
十
戸
の
農
家
が
農
地
の
売
渡
し
を
う
け
た
目
覚
ま
し
い

実
績
に
対
し
て
知
事
表
彰
を
う
け
る
な
ど
の
種
々
の
光
栄
に
か
が
や
い
た
。

　
農
地
改
革
は
協
同
組
合
発
足
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
基
盤
で
あ
つ
た
こ
と
、
つ

ま
り
協
同
組
合
は
耕
作
農
民
の
意
志
に
よ
つ
て
つ
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
ス
タ
ー

ト
に
当
つ
て
地
主
と
小
作
が
同
一
条
件
で
ス
タ
ー
ト
台
に
つ
い
た
こ
と
の
意
義

は
ま
こ
と
に
大
で
あ
つ
た
。

　
今
日
「
農
協
発
足
当
時
は
貸
付
金
は
一
銭
も
な
か
つ
た
が
、
十
年
た
つ
て
貸

付
金
の
状
況
が
ま
た
昔
の
よ
う
に
な
つ
た
。
同
じ
に
出
発
し
て
も
、
か
つ
て
の

地
主
の
よ
う
に
施
設
が
な
か
つ
た
た
め
、そ
の
分
が
お
く
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
個
人
の
能
力
差
も
あ
る
が
」

　
と
い
つ
た
批
判
も
生
れ
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
大
改
革
は
民
主
農
協
の

出
発
に
当
つ
て
重
大
な
基
礎
に
な
つ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
つ
ぎ
に
芽
室
町
の
農
地
解
放
の
実
績
と
今
後
の
問
題
点
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

（
芽
室
町
農
委
便
り
よ
り
）
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